
 
 

 
 
 
 
 
 
 

１６日、避難訓練を実施しました。子供たちへの十分な事前指導を行
い、今回は「不審者対応訓練」という内容でした。 
不審者は、いつ、どこから来るか分かりません。どこに逃げるのが安全か、そ

の時々で変わります。だからこそ、先生の指示や放送を「だまって」「最後まで」
聴くことが重要だということを伝えました（校内では）。 
今回の避難経路が、次も安全とは限りません。その時、最後に頼りになるのは

「自分の目と耳」です。こうした訓練をするのは、世界にたった一つしかない、子供たちの
「大切な命」を守るためです。 

地震や火災と違い、不審者は「意志」をもって動きます。子供たちには「今、自分たちが
どう動けば相手（危険）から遠ざかれるか」を考える力（判断力・想像力）を
身に付けてほしいと思います。 
「自分の命を自分で守る」とは、知識を蓄え、常に備えておくことです。ぜ

ひ御家庭でもケースに応じた避難方法の確認をしていただけるといいかと思

います。 
それに合わせて、長崎県警察書からスクールサポーターに来校していただき、「命を守る

ために」という内容で話をしてもらいました。その中で、以下の2点について御家庭でも御
指導・御確認をお願いしたいと思います。 
①防犯ブザーの携行：登下校はもちろん、習い事や遊びにいくときなどでも、常にバッグ

に付ける習慣を御指導ください（付け替えは面倒ですが）。その際は、

バッグの中に入れるのではなく、常に手が届く位置に付けることも
あわせて御確認いただけるといいかと思います。また、携行してい
るが、いざというときに音が鳴らないのでは役に立ちません。学校
でも実施しますが、動作確認（電池切れ等がないかどうか）ｍお願
いします。 

②「いかのおすし」の確認：「いかのおすし」とは、「知らない人についてい
かない」「知らない車にのらない」「おおごえを出す」「すぐに
げる」「大人にしらせる」です。それぞれの言葉は、危険を避
ける行動から一部が抜き出されています。「いかのおすし」は
子どもが覚えやすく、日々の生活のなかでも「いかのおすしを忘れずにね！」
などと声かけをしやすい点にあります。日々の暮らしの中で防犯の話をし
て、子供の防犯意識を育て行くことが大切です。

「いかのおすし」を伝える場合と同様に、「学校
からはどうやって帰る？」「知らない人に声をか
けられたらどうする？」など、具体的なシーンを
もとに話し合うことがポイントです。 

また、これに加えて、「一人で遊ばない」「帰宅時刻を守る」「出かける前に、だれと、どこ
で、何をするかを、伝える習慣が大切です。よろしくお願いします。 

 
 
先日、１２月に予定していた「授業参観の日程変更」並びに「学校保健員会主催の教育講

演会」の案内をtetoruにて配信させていただきました。保護者の皆様には、急な変更により
大変御迷惑をおかけしていることと思います。ただ、今回の講演会の内容は、本当に１人で

も多くの方に聞いていただきたい内容で、まさに目の前の子供たちにとってとても大切な講
演です。これからの子供たちの健やかな成長のためにお役立てる内容だと確信しております
ので、ぜひ御参加お願いします。 
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【学校教育目標】夢をもち、ふるさとを愛し、自ら未来を切り拓く児童の育成 

 

 

～もっと地域と もっと地域へ～ 

 

 

避難訓練 

教育講演会の御案内（1２/１６） 

 

終わる３～ 



繰り返しの御案内になります。 
1２月１６日（水）1０時0５分（第１部）から、本校新校舎体育館にて「目標達成のための生活習

慣」と題した講演会を開催いたします（第１部は、４～６年生の児童とともにお聞きいただきま

す。１～３年生は、仮校舎（プレハブ）の各教室にて授業参観を行います。その後、すべての方を
対象とした第２部の講演会を行います。 
しつこいですが、「本当に、子育てに関わる全ての方に、ぜひ聞いていただきたい内容」

となっています。 
今回の講師は、諫早市にある「 KARADA & KOKORO 

CONDITIONING  THANKS」代表の杉野伸治先生です。 
今回は、小島小学校学校保健委員会の主催事業として実施します。

後援として、小島中学校PTA、愛宕小学校育成会、小島中学校区育成
協議会の御協力を得ています。本校の保護者の方だけでなく、一人で
も多くの方に参加いただきたいと考え、各学校及び園にも案内させて
いただきます。それほど素晴らしい内容の講演です。 
それぞれお仕事の都合がおありだと思いますが、今のうちに時間の都合をつけていただき、

全ての御家庭（できれば御両親揃って）お聞きいただければと
考えています。可能であれば、職場のお知り合い等も誘ってい
ただければと思います。 
杉野先生は、「身体だけでなく、心を含むカラダのコンディ

ショニング」を大きなテーマとして、身体の環境よりも生活環
境を整えることを重視されています。その中で、次のようなこ
とを仰っています。「大人が変われば、子供は勝手に変わる！」
ということです。 
後日左のようなチラシを配付します。是非この機会に一度聞

いてみませんか。 
参加人数把握のため、事前にお申し込みをお願いするように

考えています。人数に制限はありませんので、ぜひ多くの方の
御参加をお待ちしています。チラシまたはホームページからお
申込みいただけます。 

 
 
 

 
 １０月も残り少なくなり、お知らせするのが大変遅くなりましたが、１１月の予定をお伝
えします。 

日 曜 学校行事（予定） 日 曜 学校行事（予定） 

２ 月 秋の遠足（全校弁当持参） 12 木 ４年生 小音会（午前） 

３ 火  文化の日 18 水 図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ読み聞かせ（6年1組） 

４ 水 ネットワークパトロール 23 月 勤労感謝の日 

  図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ読み聞かせ（５年２組） 28 土 ふれあいｾﾝﾀｰまつり(～29日) 

６ 金 秋の遠足予備日（全校弁当持参） 29 日 桃源祭 

10 火 ６年生校外学習（6年生弁当持参） 30 月 桃源祭代休 

来月の予定は、現段階で上の表のとおりです。 
①「秋の遠足」について：２日と予備日（６日）は、いずれも弁当持参となります。 
②「ふれあいセンターまつり」：子供たちの作品も数点展示されます。 
③桃源祭：例年通り、各学年の生発表会です、現在の体育館とのお別れも含まれます。多数

の御来場をお待ちしています。 
④桃源祭代休：30日（月）は、日曜日に桃源祭を実施するため代休日となります。 

 
 それぞれの詳細につきましては、後日、学校または学年からのお知らせを御参照ください。 

1１月の主な行事（予定） 


